
下呂市一時的保育事業条例の一部を改正する条例について
令和２年４月１日からの利用終了時間の延長に伴い、利用料を規定するため改正するもの　他。

2下呂市議会だより3 下呂市議会だより

GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

３月定例会の報告３月定例会の報告

人権擁護委員候補者の推薦について

○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

人権擁護委員候補者として中川澄子さん、小池みな子さんを推薦するため議会の意見を求めるもの。

上程議案と審議結果上程議案と審議結果
議　　　案　　　名 審議結果

事業費の確定に伴う歳入歳出予算の調整、入札差金等の不用額の減額を行うもの。

下呂市道の駅馬瀬美輝の里の指定管理者の指定について　※1
馬瀬総合観光株式会社を指定管理者として指定するもの。

市道の路線変更について
市営三原住宅解体に伴い、少ヶ野23号線の起終点を変更するもの。

下呂市教育委員会委員の任命について
三木朋哉さん、細江洋一郎さんを下呂市教育委員会委員に任命するため議会の同意を求めるもの。

下呂市道の駅南飛騨小坂はなももの指定管理者の指定について
飛騨小坂観光株式会社を指定管理者として指定するもの。

下呂市濁河温泉市営露天風呂の指定管理者の指定について
株式会社ノイジィーを指定管理者として指定するもの。

下呂市道の温泉駅「かれん」の指定管理者の指定について
株式会社かれんを指定管理者として指定するもの。

下呂市ゆったり館及び下呂市金山温泉スタンドの指定管理者の指定について
松岡林業有限会社を指定管理者として指定するもの。

下呂市いじめ防止等対策推進条例について
いじめ防止対策推進法に基づき、市としての体制を整備するもの。

下呂市地域コミュニティ施設設置条例の一部を改正する条例について
公の施設の見直し方針に基づき、下呂市東上田集会所を地域に譲与するため条例を改正するもの。

下呂市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について
フルタイム会計年度任用職員にかかる公務災害の補償基礎額を規定するもの。

下呂市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について
職員の赴任にかかる旅費の支給対象等を明確にするもの。

下呂市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
令和元年度の人事院勧告を踏まえ、フルタイム会計年度任用職員の給料表を改正するもの。

地方自治法の改正に伴う関係条例の整理に関する条例について
法律の改正に伴い、関係する２つの条例について引用条文を改正するもの。

附属機関の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例について
市が設置する附属機関の委員会等の見直しに伴い、関係する７つの条例について改正するもの。

下呂市監査委員条例及び下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
議会選出監査委員を選任しないこととするため改正するもの。（詳細はP9参照）

馬瀬村柿洞谷枯かつ対策基金条例を廃止する条例について
馬瀬村柿洞谷枯かつ対策基金について、基金の設置目的を達成したため当該条例を廃止するもの。

下呂市印鑑条例の一部を改正する条例について
法律の施行により印鑑登録証明事務処理要領が改正されたため関係部分を改正するもの。

下呂市介護保険条例の一部を改正する条例について
低所得者の保険料軽減措置が完全実施となるため、軽減割合を改正するもの　他。

※1　一木良一議員は除斥

市道の路線認定について
市営三原住宅解体に伴い、少ヶ野23号支線を市道に認定するもの。

下呂市金山リバーサイドスポーツセンター及び下呂市金山リバーサイドスタジアムの指定管理者の指定について
スポーツマックス・三幸共同事業体を指定管理者として指定するもの。

下呂市下呂上ヶ平サンビレッジの指定管理者の指定について
スポーツマックス・三幸共同事業体を指定管理者として指定するもの。

下呂市飛騨川温泉しみずの湯の指定管理者の指定について
株式会社ホリスティック南飛騨を指定管理者として指定するもの。

下呂市老人福祉施設の指定管理者の指定について
あさぎりサニーランド、かなやまサニーランドについて社会福祉法人下呂福祉会を指定管理者として指定するもの。

下呂市フィッシングセンター水辺の館の指定管理者の指定について
南飛騨馬瀬川観光協会を指定管理者として指定するもの。

前ページに続き全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 審議結果

令和元年度下呂市一般会計補正予算（第９号）
令和元年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）
令和元年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和元年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第４号）
令和元年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第５号）
令和元年度下呂市下水道事業特別会計補正予算（第５号）
令和元年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第４号）
令和元年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第２号）
令和元年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第２号）
令和元年度下呂市水道事業会計補正予算（第４号）
令和元年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第４号）
令和元年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第４号）

適　任
（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

同　意
（全会一致）

　新型コロナウイルスの感染拡大が心配される中、マスクや手洗いなど自己管理を徹底しながら、令和２年２月
25日から３月19日までの24日間、令和２年第１回下呂市議会定例会を開催しました。令和元年度補正予算や
指定管理者の指定、条例の制定 ・改廃、監査委員の選任等に同意する人事案件、令和２年度各会計予算など
79議案を可決、同意、適任、採択、不採択と決定しました。

東上田区に譲与する東上田集会所 南飛騨馬瀬川観光協会が指定管理者となる
下呂市フィッシングセンター水辺の館
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下呂市下呂上ヶ平サンビレッジの指定管理者の指定について
スポーツマックス・三幸共同事業体を指定管理者として指定するもの。

下呂市飛騨川温泉しみずの湯の指定管理者の指定について
株式会社ホリスティック南飛騨を指定管理者として指定するもの。

下呂市老人福祉施設の指定管理者の指定について
あさぎりサニーランド、かなやまサニーランドについて社会福祉法人下呂福祉会を指定管理者として指定するもの。

下呂市フィッシングセンター水辺の館の指定管理者の指定について
南飛騨馬瀬川観光協会を指定管理者として指定するもの。

前ページに続き全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 審議結果

令和元年度下呂市一般会計補正予算（第９号）
令和元年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）
令和元年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和元年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第４号）
令和元年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第５号）
令和元年度下呂市下水道事業特別会計補正予算（第５号）
令和元年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第４号）
令和元年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第２号）
令和元年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第２号）
令和元年度下呂市水道事業会計補正予算（第４号）
令和元年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第４号）
令和元年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第４号）

適　任
（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

同　意
（全会一致）

　新型コロナウイルスの感染拡大が心配される中、マスクや手洗いなど自己管理を徹底しながら、令和２年２月
25日から３月19日までの24日間、令和２年第１回下呂市議会定例会を開催しました。令和元年度補正予算や
指定管理者の指定、条例の制定 ・改廃、監査委員の選任等に同意する人事案件、令和２年度各会計予算など
79議案を可決、同意、適任、採択、不採択と決定しました。

東上田区に譲与する東上田集会所 南飛騨馬瀬川観光協会が指定管理者となる
下呂市フィッシングセンター水辺の館

下呂市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
放課後児童クラブ指導員の資格基準及び資格要件の経過措置期間について改正するもの。

下呂市一時的保育事業条例の一部を改正する条例について
令和２年４月１日からの利用終了時間の延長に伴い、利用料を規定するため改正するもの　他。

2下呂市議会だより3 下呂市議会だより

GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

３月定例会の報告３月定例会の報告

人権擁護委員候補者の推薦について

○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

人権擁護委員候補者として中川澄子さん、小池みな子さんを推薦するため議会の意見を求めるもの。

上程議案と審議結果上程議案と審議結果
議　　　案　　　名 審議結果

事業費の確定に伴う歳入歳出予算の調整、入札差金等の不用額の減額を行うもの。

下呂市道の駅馬瀬美輝の里の指定管理者の指定について　※1
馬瀬総合観光株式会社を指定管理者として指定するもの。

市道の路線変更について
市営三原住宅解体に伴い、少ヶ野23号線の起終点を変更するもの。

下呂市教育委員会委員の任命について
三木朋哉さん、細江洋一郎さんを下呂市教育委員会委員に任命するため議会の同意を求めるもの。

下呂市道の駅南飛騨小坂はなももの指定管理者の指定について
飛騨小坂観光株式会社を指定管理者として指定するもの。

下呂市濁河温泉市営露天風呂の指定管理者の指定について
株式会社ノイジィーを指定管理者として指定するもの。

下呂市道の温泉駅「かれん」の指定管理者の指定について
株式会社かれんを指定管理者として指定するもの。

下呂市ゆったり館及び下呂市金山温泉スタンドの指定管理者の指定について
松岡林業有限会社を指定管理者として指定するもの。

下呂市いじめ防止等対策推進条例について
いじめ防止対策推進法に基づき、市としての体制を整備するもの。

下呂市地域コミュニティ施設設置条例の一部を改正する条例について
公の施設の見直し方針に基づき、下呂市東上田集会所を地域に譲与するため条例を改正するもの。

下呂市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について
フルタイム会計年度任用職員にかかる公務災害の補償基礎額を規定するもの。

下呂市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について
職員の赴任にかかる旅費の支給対象等を明確にするもの。

下呂市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
令和元年度の人事院勧告を踏まえ、フルタイム会計年度任用職員の給料表を改正するもの。

地方自治法の改正に伴う関係条例の整理に関する条例について
法律の改正に伴い、関係する２つの条例について引用条文を改正するもの。

附属機関の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例について
市が設置する附属機関の委員会等の見直しに伴い、関係する７つの条例について改正するもの。

下呂市監査委員条例及び下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
議会選出監査委員を選任しないこととするため改正するもの。（詳細はP9参照）

馬瀬村柿洞谷枯かつ対策基金条例を廃止する条例について
馬瀬村柿洞谷枯かつ対策基金について、基金の設置目的を達成したため当該条例を廃止するもの。

下呂市印鑑条例の一部を改正する条例について
法律の施行により印鑑登録証明事務処理要領が改正されたため関係部分を改正するもの。

下呂市介護保険条例の一部を改正する条例について
低所得者の保険料軽減措置が完全実施となるため、軽減割合を改正するもの　他。

※1　一木良一議員は除斥

市道の路線認定について
市営三原住宅解体に伴い、少ヶ野23号支線を市道に認定するもの。

下呂市金山リバーサイドスポーツセンター及び下呂市金山リバーサイドスタジアムの指定管理者の指定について
スポーツマックス・三幸共同事業体を指定管理者として指定するもの。

下呂市下呂上ヶ平サンビレッジの指定管理者の指定について
スポーツマックス・三幸共同事業体を指定管理者として指定するもの。

下呂市飛騨川温泉しみずの湯の指定管理者の指定について
株式会社ホリスティック南飛騨を指定管理者として指定するもの。

下呂市老人福祉施設の指定管理者の指定について
あさぎりサニーランド、かなやまサニーランドについて社会福祉法人下呂福祉会を指定管理者として指定するもの。

下呂市フィッシングセンター水辺の館の指定管理者の指定について
南飛騨馬瀬川観光協会を指定管理者として指定するもの。

前ページに続き全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 審議結果

令和元年度下呂市一般会計補正予算（第９号）
令和元年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）
令和元年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和元年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第４号）
令和元年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第５号）
令和元年度下呂市下水道事業特別会計補正予算（第５号）
令和元年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第４号）
令和元年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第２号）
令和元年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第２号）
令和元年度下呂市水道事業会計補正予算（第４号）
令和元年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第４号）
令和元年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第４号）

適　任
（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

同　意
（全会一致）

　新型コロナウイルスの感染拡大が心配される中、マスクや手洗いなど自己管理を徹底しながら、令和２年２月
25日から３月19日までの24日間、令和２年第１回下呂市議会定例会を開催しました。令和元年度補正予算や
指定管理者の指定、条例の制定 ・改廃、監査委員の選任等に同意する人事案件、令和２年度各会計予算など
79議案を可決、同意、適任、採択、不採択と決定しました。

東上田区に譲与する東上田集会所 南飛騨馬瀬川観光協会が指定管理者となる
下呂市フィッシングセンター水辺の館

下呂市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
放課後児童クラブ指導員の資格基準及び資格要件の経過措置期間について改正するもの。



※1　一木良一議員は除斥

可　決
（全会一致）

同　意
（全会一致）

採　択
（全会一致）

円滑な公用利用ができることになる星雲会館１階ロビー

4下呂市議会だより5 下呂市議会だより

GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

前ページに続き全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 審議結果

下呂市家畜診療等手数料条例について
飛騨農業共済事務組合に設置されていた家畜診療所の閉鎖に伴い、市が家畜診療業務や家畜伝染病に対する
予防業務を継続して行うため手数料の徴収等について定めるもの

下呂市農林水産物等生産加工展示販売施設条例の一部を改正する条例について
下呂市馬瀬農林水産加工展示販売施設について、施設の解体撤去が決定されたことに伴い改正するもの。

下呂市一般住宅の設置等に関する条例の一部を改正する条例について
一般住宅のＣＡＴＶ視聴料相当分の加算に伴う住宅使用料を改正するもの。

下呂市市民会館条例の一部を改正する条例について
星雲会館１階ロビーを円滑な公用利用ができるよう、使用許可対象から外すため改正するもの。

財産の譲与について
下呂市東上田集会所の建物を東上田区に譲与するもの。

財産の無償貸付について　※１
下呂市美輝の里関連土地のうち譲渡には適さない土地を馬瀬総合観光株式会社に無償貸し付けするもの。

下呂市分担金徴収条例の一部を改正する条例について
下呂市における農地災害、農業用施設災害、林道災害及び林道改良事業に要する費用又は経費にかかる分担金
の軽減を図り事業を推進するため改正するもの。

下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
農業委員会委員、農地利用最適化推進委員の報酬の加算年額を改正するもの。

下呂市市営住宅条例の一部を改正する条例について
市営住宅の入居者資格の緩和と、老朽化した市営住宅を用途廃止するため改正するもの。

下呂市消防関係手数料条例の一部を改正する条例について
法律の改正に伴い関係部分を改正するもの。

下呂市立小中学校の設置等に関する条例の一部を改正する条例について
金山小学校、下原小学校、菅田小学校及び東第一小学校を統合するため改正するもの。

財産の譲与について
馬瀬北部研修センターの建物及び土地を数河区に譲与するもの。

令和２年度下呂市下水道事業会計への繰出について
全ての収入を充てても不足する下水道施設の維持管理等に必要な経費を一般会計から繰り出しするもの。

令和２年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について
金山病院医師住宅２棟の解体工事費を一般会計から繰り出しするもの。

下呂市監査委員の選任について
今井能和さん、都竹基己さんを下呂市監査委員に選任するため、議会の同意を求めるもの。

下呂市農林漁業研修施設条例を廃止する条例について
公の施設の見直し方針に基づき、下呂市馬瀬北部研修センターを地域に譲与するため条例を廃止するもの。

令和２年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算
令和２年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）予算
令和２年度下呂市下呂財産区特別会計予算
令和２年度下呂市学校給食費特別会計予算
令和２年度下呂市水道事業会計予算
令和２年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計予算
令和２年度下呂市立金山病院事業会計予算

令和２年度の各特別会計及び各企業会計が事業を行うための当初予算

令和元年度下呂市一般会計補正予算（第11号）
子ども・子育て支援臨時交付金の算定額の補正に伴う基金積立金の増額補正　他。

可　決
（全会一致）

前ページに続き全会一致で可決した議案【①は市長提出議案　②は陳情】
議　　　案　　　名 審議結果

①

②

令和元年度下呂市一般会計補正予算（第10号）
県営中山間地域総合整備事業の事業費が増額となったことによる県営事業負担金の増額補正。

地域シニアクラブ連合会の担当者設置に関する要望
地域ごとのシニアクラブ連合会における事務に対する支援と担当者の設置を要望するもの。

令和2年度下呂市一般会計補正予算（第１号）
新型コロナウイルス感染拡大の影響による支援策としての中小企業緊急支援融資補給事業費の増額補正予算。

○賛否が分かれた議案【①は市長提出議案　②は陳情】　　　　　　　　　　○…賛成　×…反対
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議　　　員　　　名

可　決
（賛成多数）

下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
令和２年度分国民健康保険税の税率及び税額を改めるもの。

令和２年度の一般会計、各特別会計及び企業会計が事業を行うための当初予算

下呂市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について
法律の改正に伴い、関係部分を改正するもの。

審議結果

下呂市行政組織条例の一部を改正する条例について
市長公室企画課に情報管理室を設置し、情報施策及び庁内情報
管理を一体的に進めるもの。

下呂市手数料条例の一部を改正する条例について
個人番号カードの普及と利用を促進するため、コンビニエンスストア
での各種証明書発行手数料を減額するもの　他。

飛騨はぎわら牛生産組合に関する要望
飛騨はぎわら牛生産組合から（株）飛騨畜産への事業並びに不動産の無償譲渡
に係る民事裁判の判決について、判決を受け議会として対応を要望するもの。

議　　　案　　　名

令和２年度下呂市一般会計予算
令和２年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算
令和２年度下呂市後期高齢者医療特別会計予算
令和２年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）予算
令和２年度下呂市下水道事業会計予算

不採択
（賛成少数）



※1　一木良一議員は除斥

可　決
（全会一致）

同　意
（全会一致）

採　択
（全会一致）

円滑な公用利用ができることになる星雲会館１階ロビー

4下呂市議会だより5 下呂市議会だより

GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

前ページに続き全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 審議結果

下呂市家畜診療等手数料条例について
飛騨農業共済事務組合に設置されていた家畜診療所の閉鎖に伴い、市が家畜診療業務や家畜伝染病に対する
予防業務を継続して行うため手数料の徴収等について定めるもの

下呂市農林水産物等生産加工展示販売施設条例の一部を改正する条例について
下呂市馬瀬農林水産加工展示販売施設について、施設の解体撤去が決定されたことに伴い改正するもの。

下呂市一般住宅の設置等に関する条例の一部を改正する条例について
一般住宅のＣＡＴＶ視聴料相当分の加算に伴う住宅使用料を改正するもの。

下呂市市民会館条例の一部を改正する条例について
星雲会館１階ロビーを円滑な公用利用ができるよう、使用許可対象から外すため改正するもの。

財産の譲与について
下呂市東上田集会所の建物を東上田区に譲与するもの。

財産の無償貸付について　※１
下呂市美輝の里関連土地のうち譲渡には適さない土地を馬瀬総合観光株式会社に無償貸し付けするもの。

下呂市分担金徴収条例の一部を改正する条例について
下呂市における農地災害、農業用施設災害、林道災害及び林道改良事業に要する費用又は経費にかかる分担金
の軽減を図り事業を推進するため改正するもの。

下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
農業委員会委員、農地利用最適化推進委員の報酬の加算年額を改正するもの。

下呂市市営住宅条例の一部を改正する条例について
市営住宅の入居者資格の緩和と、老朽化した市営住宅を用途廃止するため改正するもの。

下呂市消防関係手数料条例の一部を改正する条例について
法律の改正に伴い関係部分を改正するもの。

下呂市立小中学校の設置等に関する条例の一部を改正する条例について
金山小学校、下原小学校、菅田小学校及び東第一小学校を統合するため改正するもの。

財産の譲与について
馬瀬北部研修センターの建物及び土地を数河区に譲与するもの。

令和２年度下呂市下水道事業会計への繰出について
全ての収入を充てても不足する下水道施設の維持管理等に必要な経費を一般会計から繰り出しするもの。

令和２年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について
金山病院医師住宅２棟の解体工事費を一般会計から繰り出しするもの。

下呂市監査委員の選任について
今井能和さん、都竹基己さんを下呂市監査委員に選任するため、議会の同意を求めるもの。

下呂市農林漁業研修施設条例を廃止する条例について
公の施設の見直し方針に基づき、下呂市馬瀬北部研修センターを地域に譲与するため条例を廃止するもの。

令和２年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算
令和２年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）予算
令和２年度下呂市下呂財産区特別会計予算
令和２年度下呂市学校給食費特別会計予算
令和２年度下呂市水道事業会計予算
令和２年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計予算
令和２年度下呂市立金山病院事業会計予算

令和２年度の各特別会計及び各企業会計が事業を行うための当初予算

令和元年度下呂市一般会計補正予算（第11号）
子ども・子育て支援臨時交付金の算定額の補正に伴う基金積立金の増額補正　他。

可　決
（全会一致）

前ページに続き全会一致で可決した議案【①は市長提出議案　②は陳情】
議　　　案　　　名 審議結果

①

②

令和元年度下呂市一般会計補正予算（第10号）
県営中山間地域総合整備事業の事業費が増額となったことによる県営事業負担金の増額補正。

地域シニアクラブ連合会の担当者設置に関する要望
地域ごとのシニアクラブ連合会における事務に対する支援と担当者の設置を要望するもの。

令和2年度下呂市一般会計補正予算（第１号）
新型コロナウイルス感染拡大の影響による支援策としての中小企業緊急支援融資補給事業費の増額補正予算。

○賛否が分かれた議案【①は市長提出議案　②は陳情】　　　　　　　　　　○…賛成　×…反対
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議　　　員　　　名

可　決
（賛成多数）

下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
令和２年度分国民健康保険税の税率及び税額を改めるもの。

令和２年度の一般会計、各特別会計及び企業会計が事業を行うための当初予算

下呂市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について
法律の改正に伴い、関係部分を改正するもの。

審議結果

下呂市行政組織条例の一部を改正する条例について
市長公室企画課に情報管理室を設置し、情報施策及び庁内情報
管理を一体的に進めるもの。

下呂市手数料条例の一部を改正する条例について
個人番号カードの普及と利用を促進するため、コンビニエンスストア
での各種証明書発行手数料を減額するもの　他。

飛騨はぎわら牛生産組合に関する要望
飛騨はぎわら牛生産組合から（株）飛騨畜産への事業並びに不動産の無償譲渡
に係る民事裁判の判決について、判決を受け議会として対応を要望するもの。

議　　　案　　　名

令和２年度下呂市一般会計予算
令和２年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算
令和２年度下呂市後期高齢者医療特別会計予算
令和２年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）予算
令和２年度下呂市下水道事業会計予算

不採択
（賛成少数）



支
援
員
の
役
割
は
。

　
　
人
口
減
少
が
進
む
上
原
、
中
原
地

域
に
配
置
し
、
集
落
点
検
や
地
域
づ
く

り
団
体
の
支
援
な
ど
地
域
課
題
の
共
通

認
識
の
形
成
と
活
性
化
対
策
を
推
進
す

る
ほ
か
、
地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
も
担
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

《
高
齢
者
運
転
免
許
講
習
施
設
支
援
事

業
》

　
　
教
習
所
支
援
の
目
的
は
。

　
　
市
内
の
70
歳
以
上
の
高
齢
者
免
許

保
有
者
の
約
８
割
が
利
用
し
て
い
る
こ

と
や
高
齢
者
が
市
内
の
施
設
で
、
免
許

更
新
に
係
る
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
施
設
の
存
続
を
目
的
に
支

援
し
て
い
く
も
の
で
す
。

《
福
祉
パ
ス
ポ
ー
ト
運
営
事
業
》

　
　
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
が
、
料

金
の
減
額
を
含
め
て
見
直
す
必
要
は
な

い
か
。

　
　
値
上
げ
に
よ
り
パ
ス
ポ
ー
ト
を
買

い
控
え
さ
れ
た
方
は
あ
る
も
の
の
、
バ

ス
を
頻
繁
に
利
用
さ
れ
、
バ
ス
を
唯
一

の
交
通
手
段
と
さ
れ
る
方
が
購
入
を
継

続
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
現
在
の

と
こ
ろ
値
上
げ
の
苦
情
も
届
い
て
い
ま

せ
ん
。

《
介
護
職
員
確
保
対
策
事
業
》

　
　
介
護
職
員
研
修
の
状
況
、
人
材
バ

ン
ク
の
状
況
は
。

　
　
令
和
元
年
度
の
初
任
者
研
修
の
参

加
者
は
７
名
で
、
す
べ
て
資
格
取
得
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。令
和
２
年
度
は
、

基
金
も
計
画
的
に
積
み
立
て
し
、
基
金

残
高
と
し
て
30
億
円
は
維
持
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
停
電
対
策
と
し
て
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

保
全
対
策
事
業
》

　
　
一
昨
年
の
停
電
災
害
を
受
け
、
積

極
的
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
保
全
対
策
事
業

を
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

　
　
市
内
に
は
延
長
１
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
電
線
が
あ
る
中
で
、
地
権

者
の
承
諾
を
得
な
が
ら
、
優
先
順
位
を

つ
け
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

市
単
独
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

《
市
民
の
防
災
意
識
高
揚
》

　
　
市
民
の
意
識
高
揚
の
た
め
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更
新
作
業
の
中

で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
防
災

の
意
識
づ
け
や
、
出
前
講
座
を
通
じ
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

《
下
呂
地
域
集
落
支
援
事
業
》

　
　
令
和
２
年
度
に
設
置
さ
れ
る
集
落
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令和２年度下呂市当初予算は合併以降３番目の規模
◆一 般 会 計　《 福祉・公共事業など幅広い住民サービス 》 

◆特 別 会 計　《 国民健康保険、介護保険など特定の事業7会計 》 

◆公営企業会計　《 上下水道、病院事業など4会計 》

（対前年比　5.5％増）224億1000万円

82億7168万円

72億4342万円

　
３
月
12
日
、
13
日
、
16
日
、
17
日
の

４
日
間
に
わ
た
り
、
予
算
特
別
委
員
会

を
開
催
し
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
、

７
特
別
会
計
、
４
公
営
企
業
会
計
に
つ

い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
の
う

ち
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー 

（
仮
称
）
を

下
呂
温
泉
街
に
建
設
す
る
予
算
や
、
小

学
校
校
舎
の
長
寿
命
化
、
一
般
廃
棄
物

新
最
終
処
分
場
整
備
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
含
め
、
合
併
以
降
３
番
目
の
大
型

予
算
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
今
後
の
財
政
運
営
の
見
通
し
は
》

　
　
令
和
２
年
度
事
業
の
、
大
型
事
業

に
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
い
る
が
、

合
併
特
例
債
の
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
合
併
特
例
債
の
発
行
限
度
額
は
約

１
９
６
億
円
で
す
。
令
和
２
年
度
ま
で

に
約
１
８
６
億
円
を
活
用
し
、
残
り
が

約
10
億
円
と
な
り
ま
す
。
令
和
３
年
度

の
新
最
終
処
分
場
整
備
に
約
８
億
円
を

充
て
る
予
定
で
、残
り
の
約
２
億
円
は
、

令
和
５
年
度
ま
で
に
学
校
の
長
寿
命
化

等
に
充
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
合
併
特
例
債
を
発
行
す
る
こ
と
で

借
金
が
増
え
て
い
く
。
今
後
の
財
政
運

営
へ
の
影
響
は
。

　
　
歳
出
削
減
を
進
め
な
が
ら
、
事
業

実
施
の
た
め
有
利
な
市（
地
方
）
債
の

活
用
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
災
害
等
の

有
事
に
備
え
る
た
め
に
も
、
財
政
調
整

10
名
の
定
員
で
初
任
者
研
修
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
人
材
バ
ン
ク
の
登
録
者
数

は
、令
和
２
年
１
月
末
現
在
31
名
で
す
。

《
ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事

業
》

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
に
お
け
る
日
常
生

活
支
援
事
業
の
ニ
ー
ズ
は
、
こ
れ
か
ら

増
え
て
く
る
と
考
え
る
が
、
利
用
実
績

は
あ
る
の
か
。

　
　
今
の
と
こ
ろ
事
業
の
利
用
者
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
事
業
は
寡
婦
・
寡
夫

の
出
張
な
ど
仕
事
の
都
合
や
病
気
に
よ

り
、
子
ど
も
の
保
育
に
支
障
を
き
た
す

場
合
、
食
事
の
準
備
な
ど
家
事
を
担
う

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
児
童
福
祉
課
に
窓
口
を
設
け
て
お

り
、
相
談
に
応
じ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

《
医
師
対
策
事
業
》

　
　
医
師
確
保
の
た
め
の
へ
き
地
医
療

セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
を
、
も
っ
と
拡
大
で

き
な
い
か
。

　
　
令
和
元
年
度
２
回
目
と
な
る
、
へ

き
地
医
療
セ
ミ
ナ
ー
で
、
15
名
の
学
生

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
２
年
度

は
、
岐
大
医
学
部
１
年
生
の
授
業
で
、

下
呂
市
枠
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
こ

で
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
岐

阜
大
学
教
授
と
の
面
談
の
折
に
も
、
セ

ミ
ナ
ー
を
下
呂
市
で
開
催
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

《
環
境
衛
生
施
設
整
備
事
業
》

　
　
新
最
終
処
分
場
整
備
は
、
地
元
の

業
者
へ
発
注
を
。

　
　
市
内
の
建
設
業
者
を
対
象
に
一
般

競
争
入
札
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
事
業

規
模
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
共
同
企
業

体
等
に
す
る
の
か
契
約
担
当
課
で
あ
る

財
務
課
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

《
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入
支
援
事
業
》

　
　
平
地
は
大
型
機
械
を
導
入
し
大
規

模
化
す
る
の
は
い
い
が
、
兼
業
農
家
や

家
族
経
営
す
る
小
規
模
農
家
も
守
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
小
規
模
農
家
に
農
地
集
約
の
相
談

は
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
、
担
い
手
の

不
在
の
地
域
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

地
域
は
集
積
し
誰
が
事
業
を
行
う
の
か

と
い
う
議
論
も
あ
り
、
他
の
地
域
か
ら

の
担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
必
要
も
あ

る
と
考
え
ま
す
。
人 

・
農
地
プ
ラ
ン
を

通
じ
、
地
域
の
農
地
が
今
後
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
を
共
に
考
え
な
が
ら
、
次

世
代
に
向
け
た
農
地
の
維
持
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

《
河
川 

・
排
水
路
補
修
事
業
》

　
　
災
害
に
よ
り
河
川
に
堆
積
し
た
土

砂
除
去
に
国
の
緊
急
し
ゅ
ん
せ
つ

浚
渫
推
進
事
業

費
を
活
用
し
て
は
。

　
　
令
和
２
年
度
は
委
託
料
と
し
て
１

５
０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

河
川
の
土
砂
堆
積
に
よ
る
災
害
も
大
変

心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
普
通
河
川
を

含
め
、
堆
積
し
て
い
る
場
所
等
を
調
査

し
、
国
の
制
度
も
活
用
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

《
ス
ク
ー
ル
バ
ス
管
理
運
営
費
》

　
　
路
線
バ
ス
廃
止
後
の
馬
瀬
小
学
校

児
童
の
通
学
手
段
は
。

　
　
馬
瀬
地
域
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運

行
と
な
り
ま
す
。
児
童
の
通
学
は
、
一

部
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
同
乗
す

る
形
と
な
り
ま
す
が
、
公
共
交
通
を
担

当
す
る
生
活
部
と
協
議
し
、
従
来
ど
お

り
支
障
な
く
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

《
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
》

　
　
在
宅
介
護
支
援
券
は
、
理
美
容
に

も
使
え
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
具
体
的

な
内
容
は
。

　
　
市
内
の
理
美
容
店
が
要
介
護
者
の

自
宅
に
出
張
し
、
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
際
、
出
張
費
１
０
０
０
円
を

支
援
し
ま
す
。
介
護
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
も
身
だ
し
な
み
を
整
え
る
と
い
う

こ
と
は
、気
分
的
に
も
違
っ
て
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
こ
う
し
た
支
援
を
行
い
、
令

和
２
年
度
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
相

談
し
な
が
ら
支
援
券
対
象
品
目
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
一
般
介
護
予
防
事
業
》

　
　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
見
直
し
の
内
容

は
。

　
　
令
和
２
年
度
予
算
で
は
、
従
来
ど

お
り
講
師
代
や
会
場
使
用
料
、
タ
ク
シ

ー
代
助
成
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
令
和
２
年
度
中
に
地
域
で
の
自
主

運
営
に
向
け
て
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
に
は
、
医
療
費
削

減
や
介
護
予
防
を
目
的
に
、
５
０
０
名

の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
体
力
測
定
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

《
金
山
病
院
事
業
会
計
》

　
　
金
山
病
院
の
今
後
の
医
師
招
へ
い

の
見
込
み
は
。

　
　
常
勤
の
医
師
は
内
科
３
名
、
外
科

３
名
、
小
児
科
１
名
、
歯
科
１
名
の
８

名
で
、
す
べ
て
岐
阜
大
学
医
学
部
か
ら

来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
内

科
医
師
が
１
名
不
足
の
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
は
市

の
奨
学
金
を
利
用
し
た
医
師
に
来
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

外
科
で
は
専
攻
医
１
名
の
派
遣
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
医
師
の
住
環
境
整
備
の
方
針
は
。

　
　
令
和
２
年
度
は
、
老
朽
化
し
た
２

棟
の
住
宅
を
解
体
し
ま
す
。
他
の
住
宅

も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、国
・

県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
で
き
る
限

り
病
院
の
近
く
で
の
整
備
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
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停電対策が必要な道路沿いの山林

金山病院

下呂市の下水道事業は、令和２年４月
から地方公営企業法の全部を適用し、
これまでの官庁会計から、 公営企業会
計に移行しました。

支
援
員
の
役
割
は
。

　
　
人
口
減
少
が
進
む
上
原
、
中
原
地

域
に
配
置
し
、
集
落
点
検
や
地
域
づ
く

り
団
体
の
支
援
な
ど
地
域
課
題
の
共
通

認
識
の
形
成
と
活
性
化
対
策
を
推
進
す

る
ほ
か
、
地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
も
担
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

《
高
齢
者
運
転
免
許
講
習
施
設
支
援
事

業
》

　
　
教
習
所
支
援
の
目
的
は
。

　
　
市
内
の
70
歳
以
上
の
高
齢
者
免
許

保
有
者
の
約
８
割
が
利
用
し
て
い
る
こ

と
や
高
齢
者
が
市
内
の
施
設
で
、
免
許

更
新
に
係
る
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
施
設
の
存
続
を
目
的
に
支

援
し
て
い
く
も
の
で
す
。

《
福
祉
パ
ス
ポ
ー
ト
運
営
事
業
》

　
　
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
が
、
料

金
の
減
額
を
含
め
て
見
直
す
必
要
は
な

い
か
。

　
　
値
上
げ
に
よ
り
パ
ス
ポ
ー
ト
を
買

い
控
え
さ
れ
た
方
は
あ
る
も
の
の
、
バ

ス
を
頻
繁
に
利
用
さ
れ
、
バ
ス
を
唯
一

の
交
通
手
段
と
さ
れ
る
方
が
購
入
を
継

続
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
現
在
の

と
こ
ろ
値
上
げ
の
苦
情
も
届
い
て
い
ま

せ
ん
。

《
介
護
職
員
確
保
対
策
事
業
》

　
　
介
護
職
員
研
修
の
状
況
、
人
材
バ

ン
ク
の
状
況
は
。

　
　
令
和
元
年
度
の
初
任
者
研
修
の
参

加
者
は
７
名
で
、
す
べ
て
資
格
取
得
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。令
和
２
年
度
は
、

基
金
も
計
画
的
に
積
み
立
て
し
、
基
金

残
高
と
し
て
30
億
円
は
維
持
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
停
電
対
策
と
し
て
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

保
全
対
策
事
業
》

　
　
一
昨
年
の
停
電
災
害
を
受
け
、
積

極
的
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
保
全
対
策
事
業

を
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

　
　
市
内
に
は
延
長
１
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
電
線
が
あ
る
中
で
、
地
権

者
の
承
諾
を
得
な
が
ら
、
優
先
順
位
を

つ
け
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

市
単
独
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

《
市
民
の
防
災
意
識
高
揚
》

　
　
市
民
の
意
識
高
揚
の
た
め
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更
新
作
業
の
中

で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
防
災

の
意
識
づ
け
や
、
出
前
講
座
を
通
じ
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

《
下
呂
地
域
集
落
支
援
事
業
》

　
　
令
和
２
年
度
に
設
置
さ
れ
る
集
落

6下呂市議会だより7 下呂市議会だより

GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

令和２年度下呂市当初予算は合併以降３番目の規模
◆一 般 会 計　《 福祉・公共事業など幅広い住民サービス 》 

◆特 別 会 計　《 国民健康保険、介護保険など特定の事業7会計 》 

◆公営企業会計　《 上下水道、病院事業など4会計 》

（対前年比　5.5％増）224億1000万円

82億7168万円

72億4342万円

　
３
月
12
日
、
13
日
、
16
日
、
17
日
の

４
日
間
に
わ
た
り
、
予
算
特
別
委
員
会

を
開
催
し
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
、

７
特
別
会
計
、
４
公
営
企
業
会
計
に
つ

い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
の
う

ち
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー 

（
仮
称
）
を

下
呂
温
泉
街
に
建
設
す
る
予
算
や
、
小

学
校
校
舎
の
長
寿
命
化
、
一
般
廃
棄
物

新
最
終
処
分
場
整
備
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
含
め
、
合
併
以
降
３
番
目
の
大
型

予
算
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
今
後
の
財
政
運
営
の
見
通
し
は
》

　
　
令
和
２
年
度
事
業
の
、
大
型
事
業

に
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
い
る
が
、

合
併
特
例
債
の
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
合
併
特
例
債
の
発
行
限
度
額
は
約

１
９
６
億
円
で
す
。
令
和
２
年
度
ま
で

に
約
１
８
６
億
円
を
活
用
し
、
残
り
が

約
10
億
円
と
な
り
ま
す
。
令
和
３
年
度

の
新
最
終
処
分
場
整
備
に
約
８
億
円
を

充
て
る
予
定
で
、残
り
の
約
２
億
円
は
、

令
和
５
年
度
ま
で
に
学
校
の
長
寿
命
化

等
に
充
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
合
併
特
例
債
を
発
行
す
る
こ
と
で

借
金
が
増
え
て
い
く
。
今
後
の
財
政
運

営
へ
の
影
響
は
。

　
　
歳
出
削
減
を
進
め
な
が
ら
、
事
業

実
施
の
た
め
有
利
な
市（
地
方
）
債
の

活
用
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
災
害
等
の

有
事
に
備
え
る
た
め
に
も
、
財
政
調
整

10
名
の
定
員
で
初
任
者
研
修
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
人
材
バ
ン
ク
の
登
録
者
数

は
、令
和
２
年
１
月
末
現
在
31
名
で
す
。

《
ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事

業
》

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
に
お
け
る
日
常
生

活
支
援
事
業
の
ニ
ー
ズ
は
、
こ
れ
か
ら

増
え
て
く
る
と
考
え
る
が
、
利
用
実
績

は
あ
る
の
か
。

　
　
今
の
と
こ
ろ
事
業
の
利
用
者
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
事
業
は
寡
婦
・
寡
夫

の
出
張
な
ど
仕
事
の
都
合
や
病
気
に
よ

り
、
子
ど
も
の
保
育
に
支
障
を
き
た
す

場
合
、
食
事
の
準
備
な
ど
家
事
を
担
う

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
児
童
福
祉
課
に
窓
口
を
設
け
て
お

り
、
相
談
に
応
じ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

《
医
師
対
策
事
業
》

　
　
医
師
確
保
の
た
め
の
へ
き
地
医
療

セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
を
、
も
っ
と
拡
大
で

き
な
い
か
。

　
　
令
和
元
年
度
２
回
目
と
な
る
、
へ

き
地
医
療
セ
ミ
ナ
ー
で
、
15
名
の
学
生

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
２
年
度

は
、
岐
大
医
学
部
１
年
生
の
授
業
で
、

下
呂
市
枠
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
こ

で
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
岐

阜
大
学
教
授
と
の
面
談
の
折
に
も
、
セ

ミ
ナ
ー
を
下
呂
市
で
開
催
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

《
環
境
衛
生
施
設
整
備
事
業
》

　
　
新
最
終
処
分
場
整
備
は
、
地
元
の

業
者
へ
発
注
を
。

　
　
市
内
の
建
設
業
者
を
対
象
に
一
般

競
争
入
札
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
事
業

規
模
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
共
同
企
業

体
等
に
す
る
の
か
契
約
担
当
課
で
あ
る

財
務
課
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

《
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入
支
援
事
業
》

　
　
平
地
は
大
型
機
械
を
導
入
し
大
規

模
化
す
る
の
は
い
い
が
、
兼
業
農
家
や

家
族
経
営
す
る
小
規
模
農
家
も
守
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
小
規
模
農
家
に
農
地
集
約
の
相
談

は
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
、
担
い
手
の

不
在
の
地
域
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

地
域
は
集
積
し
誰
が
事
業
を
行
う
の
か

と
い
う
議
論
も
あ
り
、
他
の
地
域
か
ら

の
担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
必
要
も
あ

る
と
考
え
ま
す
。
人 

・
農
地
プ
ラ
ン
を

通
じ
、
地
域
の
農
地
が
今
後
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
を
共
に
考
え
な
が
ら
、
次

世
代
に
向
け
た
農
地
の
維
持
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

《
河
川 

・
排
水
路
補
修
事
業
》

　
　
災
害
に
よ
り
河
川
に
堆
積
し
た
土

砂
除
去
に
国
の
緊
急
し
ゅ
ん
せ
つ

浚
渫
推
進
事
業

費
を
活
用
し
て
は
。

　
　
令
和
２
年
度
は
委
託
料
と
し
て
１

５
０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

河
川
の
土
砂
堆
積
に
よ
る
災
害
も
大
変

心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
普
通
河
川
を

含
め
、
堆
積
し
て
い
る
場
所
等
を
調
査

し
、
国
の
制
度
も
活
用
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

《
ス
ク
ー
ル
バ
ス
管
理
運
営
費
》

　
　
路
線
バ
ス
廃
止
後
の
馬
瀬
小
学
校

児
童
の
通
学
手
段
は
。

　
　
馬
瀬
地
域
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運

行
と
な
り
ま
す
。
児
童
の
通
学
は
、
一

部
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
同
乗
す

る
形
と
な
り
ま
す
が
、
公
共
交
通
を
担

当
す
る
生
活
部
と
協
議
し
、
従
来
ど
お

り
支
障
な
く
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

《
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
》

　
　
在
宅
介
護
支
援
券
は
、
理
美
容
に

も
使
え
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
具
体
的

な
内
容
は
。

　
　
市
内
の
理
美
容
店
が
要
介
護
者
の

自
宅
に
出
張
し
、
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
際
、
出
張
費
１
０
０
０
円
を

支
援
し
ま
す
。
介
護
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
も
身
だ
し
な
み
を
整
え
る
と
い
う

こ
と
は
、気
分
的
に
も
違
っ
て
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
こ
う
し
た
支
援
を
行
い
、
令

和
２
年
度
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
相

談
し
な
が
ら
支
援
券
対
象
品
目
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
一
般
介
護
予
防
事
業
》

　
　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
見
直
し
の
内
容

は
。

　
　
令
和
２
年
度
予
算
で
は
、
従
来
ど

お
り
講
師
代
や
会
場
使
用
料
、
タ
ク
シ

ー
代
助
成
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
令
和
２
年
度
中
に
地
域
で
の
自
主

運
営
に
向
け
て
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
に
は
、
医
療
費
削

減
や
介
護
予
防
を
目
的
に
、
５
０
０
名

の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
体
力
測
定
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

《
金
山
病
院
事
業
会
計
》

　
　
金
山
病
院
の
今
後
の
医
師
招
へ
い

の
見
込
み
は
。

　
　
常
勤
の
医
師
は
内
科
３
名
、
外
科

３
名
、
小
児
科
１
名
、
歯
科
１
名
の
８

名
で
、
す
べ
て
岐
阜
大
学
医
学
部
か
ら

来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
内

科
医
師
が
１
名
不
足
の
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
は
市

の
奨
学
金
を
利
用
し
た
医
師
に
来
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

外
科
で
は
専
攻
医
１
名
の
派
遣
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
医
師
の
住
環
境
整
備
の
方
針
は
。

　
　
令
和
２
年
度
は
、
老
朽
化
し
た
２

棟
の
住
宅
を
解
体
し
ま
す
。
他
の
住
宅

も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、国
・

県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
で
き
る
限

り
病
院
の
近
く
で
の
整
備
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

QQ AA

QQQ A

QQ AA

QA

QAQA

QAQA

A

A
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停電対策が必要な道路沿いの山林

金山病院

下呂市の下水道事業は、令和２年４月
から地方公営企業法の全部を適用し、
これまでの官庁会計から、 公営企業会
計に移行しました。



支
援
員
の
役
割
は
。

　
　
人
口
減
少
が
進
む
上
原
、
中
原
地

域
に
配
置
し
、
集
落
点
検
や
地
域
づ
く

り
団
体
の
支
援
な
ど
地
域
課
題
の
共
通

認
識
の
形
成
と
活
性
化
対
策
を
推
進
す

る
ほ
か
、
地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
も
担
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

《
高
齢
者
運
転
免
許
講
習
施
設
支
援
事

業
》

　
　
教
習
所
支
援
の
目
的
は
。

　
　
市
内
の
70
歳
以
上
の
高
齢
者
免
許

保
有
者
の
約
８
割
が
利
用
し
て
い
る
こ

と
や
高
齢
者
が
市
内
の
施
設
で
、
免
許

更
新
に
係
る
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
施
設
の
存
続
を
目
的
に
支

援
し
て
い
く
も
の
で
す
。

《
福
祉
パ
ス
ポ
ー
ト
運
営
事
業
》

　
　
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
が
、
料

金
の
減
額
を
含
め
て
見
直
す
必
要
は
な

い
か
。

　
　
値
上
げ
に
よ
り
パ
ス
ポ
ー
ト
を
買

い
控
え
さ
れ
た
方
は
あ
る
も
の
の
、
バ

ス
を
頻
繁
に
利
用
さ
れ
、
バ
ス
を
唯
一

の
交
通
手
段
と
さ
れ
る
方
が
購
入
を
継

続
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
現
在
の

と
こ
ろ
値
上
げ
の
苦
情
も
届
い
て
い
ま

せ
ん
。

《
介
護
職
員
確
保
対
策
事
業
》

　
　
介
護
職
員
研
修
の
状
況
、
人
材
バ

ン
ク
の
状
況
は
。

　
　
令
和
元
年
度
の
初
任
者
研
修
の
参

加
者
は
７
名
で
、
す
べ
て
資
格
取
得
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。令
和
２
年
度
は
、

基
金
も
計
画
的
に
積
み
立
て
し
、
基
金

残
高
と
し
て
30
億
円
は
維
持
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
停
電
対
策
と
し
て
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

保
全
対
策
事
業
》

　
　
一
昨
年
の
停
電
災
害
を
受
け
、
積

極
的
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
保
全
対
策
事
業

を
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

　
　
市
内
に
は
延
長
１
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
電
線
が
あ
る
中
で
、
地
権

者
の
承
諾
を
得
な
が
ら
、
優
先
順
位
を

つ
け
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

市
単
独
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

《
市
民
の
防
災
意
識
高
揚
》

　
　
市
民
の
意
識
高
揚
の
た
め
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更
新
作
業
の
中

で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
防
災

の
意
識
づ
け
や
、
出
前
講
座
を
通
じ
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

《
下
呂
地
域
集
落
支
援
事
業
》

　
　
令
和
２
年
度
に
設
置
さ
れ
る
集
落

6下呂市議会だより7 下呂市議会だより

GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

令和２年度下呂市当初予算は合併以降３番目の規模
◆一 般 会 計　《 福祉・公共事業など幅広い住民サービス 》 

◆特 別 会 計　《 国民健康保険、介護保険など特定の事業7会計 》 

◆公営企業会計　《 上下水道、病院事業など4会計 》

（対前年比　5.5％増）224億1000万円

82億7168万円

72億4342万円

　
３
月
12
日
、
13
日
、
16
日
、
17
日
の

４
日
間
に
わ
た
り
、
予
算
特
別
委
員
会

を
開
催
し
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
、

７
特
別
会
計
、
４
公
営
企
業
会
計
に
つ

い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
の
う

ち
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー 

（
仮
称
）
を

下
呂
温
泉
街
に
建
設
す
る
予
算
や
、
小

学
校
校
舎
の
長
寿
命
化
、
一
般
廃
棄
物

新
最
終
処
分
場
整
備
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
含
め
、
合
併
以
降
３
番
目
の
大
型

予
算
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
今
後
の
財
政
運
営
の
見
通
し
は
》

　
　
令
和
２
年
度
事
業
の
、
大
型
事
業

に
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
い
る
が
、

合
併
特
例
債
の
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
合
併
特
例
債
の
発
行
限
度
額
は
約

１
９
６
億
円
で
す
。
令
和
２
年
度
ま
で

に
約
１
８
６
億
円
を
活
用
し
、
残
り
が

約
10
億
円
と
な
り
ま
す
。
令
和
３
年
度

の
新
最
終
処
分
場
整
備
に
約
８
億
円
を

充
て
る
予
定
で
、残
り
の
約
２
億
円
は
、

令
和
５
年
度
ま
で
に
学
校
の
長
寿
命
化

等
に
充
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
合
併
特
例
債
を
発
行
す
る
こ
と
で

借
金
が
増
え
て
い
く
。
今
後
の
財
政
運

営
へ
の
影
響
は
。

　
　
歳
出
削
減
を
進
め
な
が
ら
、
事
業

実
施
の
た
め
有
利
な
市（
地
方
）
債
の

活
用
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
災
害
等
の

有
事
に
備
え
る
た
め
に
も
、
財
政
調
整

10
名
の
定
員
で
初
任
者
研
修
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
人
材
バ
ン
ク
の
登
録
者
数

は
、令
和
２
年
１
月
末
現
在
31
名
で
す
。

《
ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事

業
》

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
に
お
け
る
日
常
生

活
支
援
事
業
の
ニ
ー
ズ
は
、
こ
れ
か
ら

増
え
て
く
る
と
考
え
る
が
、
利
用
実
績

は
あ
る
の
か
。

　
　
今
の
と
こ
ろ
事
業
の
利
用
者
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
事
業
は
寡
婦
・
寡
夫

の
出
張
な
ど
仕
事
の
都
合
や
病
気
に
よ

り
、
子
ど
も
の
保
育
に
支
障
を
き
た
す

場
合
、
食
事
の
準
備
な
ど
家
事
を
担
う

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
児
童
福
祉
課
に
窓
口
を
設
け
て
お

り
、
相
談
に
応
じ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

《
医
師
対
策
事
業
》

　
　
医
師
確
保
の
た
め
の
へ
き
地
医
療

セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
を
、
も
っ
と
拡
大
で

き
な
い
か
。

　
　
令
和
元
年
度
２
回
目
と
な
る
、
へ

き
地
医
療
セ
ミ
ナ
ー
で
、
15
名
の
学
生

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
２
年
度

は
、
岐
大
医
学
部
１
年
生
の
授
業
で
、

下
呂
市
枠
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
こ

で
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
岐

阜
大
学
教
授
と
の
面
談
の
折
に
も
、
セ

ミ
ナ
ー
を
下
呂
市
で
開
催
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

《
環
境
衛
生
施
設
整
備
事
業
》

　
　
新
最
終
処
分
場
整
備
は
、
地
元
の

業
者
へ
発
注
を
。

　
　
市
内
の
建
設
業
者
を
対
象
に
一
般

競
争
入
札
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
事
業

規
模
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
共
同
企
業

体
等
に
す
る
の
か
契
約
担
当
課
で
あ
る

財
務
課
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

《
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入
支
援
事
業
》

　
　
平
地
は
大
型
機
械
を
導
入
し
大
規

模
化
す
る
の
は
い
い
が
、
兼
業
農
家
や

家
族
経
営
す
る
小
規
模
農
家
も
守
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
小
規
模
農
家
に
農
地
集
約
の
相
談

は
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
、
担
い
手
の

不
在
の
地
域
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

地
域
は
集
積
し
誰
が
事
業
を
行
う
の
か

と
い
う
議
論
も
あ
り
、
他
の
地
域
か
ら

の
担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
必
要
も
あ

る
と
考
え
ま
す
。
人 

・
農
地
プ
ラ
ン
を

通
じ
、
地
域
の
農
地
が
今
後
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
を
共
に
考
え
な
が
ら
、
次

世
代
に
向
け
た
農
地
の
維
持
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

《
河
川 

・
排
水
路
補
修
事
業
》

　
　
災
害
に
よ
り
河
川
に
堆
積
し
た
土

砂
除
去
に
国
の
緊
急
し
ゅ
ん
せ
つ

浚
渫
推
進
事
業

費
を
活
用
し
て
は
。

　
　
令
和
２
年
度
は
委
託
料
と
し
て
１

５
０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

河
川
の
土
砂
堆
積
に
よ
る
災
害
も
大
変

心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
普
通
河
川
を

含
め
、
堆
積
し
て
い
る
場
所
等
を
調
査

し
、
国
の
制
度
も
活
用
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

《
ス
ク
ー
ル
バ
ス
管
理
運
営
費
》

　
　
路
線
バ
ス
廃
止
後
の
馬
瀬
小
学
校

児
童
の
通
学
手
段
は
。

　
　
馬
瀬
地
域
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運

行
と
な
り
ま
す
。
児
童
の
通
学
は
、
一

部
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
同
乗
す

る
形
と
な
り
ま
す
が
、
公
共
交
通
を
担

当
す
る
生
活
部
と
協
議
し
、
従
来
ど
お

り
支
障
な
く
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

《
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
》

　
　
在
宅
介
護
支
援
券
は
、
理
美
容
に

も
使
え
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
具
体
的

な
内
容
は
。

　
　
市
内
の
理
美
容
店
が
要
介
護
者
の

自
宅
に
出
張
し
、
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
際
、
出
張
費
１
０
０
０
円
を

支
援
し
ま
す
。
介
護
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
も
身
だ
し
な
み
を
整
え
る
と
い
う

こ
と
は
、気
分
的
に
も
違
っ
て
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
こ
う
し
た
支
援
を
行
い
、
令

和
２
年
度
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
相

談
し
な
が
ら
支
援
券
対
象
品
目
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
一
般
介
護
予
防
事
業
》

　
　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
見
直
し
の
内
容

は
。

　
　
令
和
２
年
度
予
算
で
は
、
従
来
ど

お
り
講
師
代
や
会
場
使
用
料
、
タ
ク
シ

ー
代
助
成
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
令
和
２
年
度
中
に
地
域
で
の
自
主

運
営
に
向
け
て
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
に
は
、
医
療
費
削

減
や
介
護
予
防
を
目
的
に
、
５
０
０
名

の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
体
力
測
定
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

《
金
山
病
院
事
業
会
計
》

　
　
金
山
病
院
の
今
後
の
医
師
招
へ
い

の
見
込
み
は
。

　
　
常
勤
の
医
師
は
内
科
３
名
、
外
科

３
名
、
小
児
科
１
名
、
歯
科
１
名
の
８

名
で
、
す
べ
て
岐
阜
大
学
医
学
部
か
ら

来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
内

科
医
師
が
１
名
不
足
の
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
は
市

の
奨
学
金
を
利
用
し
た
医
師
に
来
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

外
科
で
は
専
攻
医
１
名
の
派
遣
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
医
師
の
住
環
境
整
備
の
方
針
は
。

　
　
令
和
２
年
度
は
、
老
朽
化
し
た
２

棟
の
住
宅
を
解
体
し
ま
す
。
他
の
住
宅

も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、国
・

県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
で
き
る
限

り
病
院
の
近
く
で
の
整
備
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

QQ AA

QQQ A

QQ AA

QA

QAQA

QAQA

A

A
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停電対策が必要な道路沿いの山林

金山病院

下呂市の下水道事業は、令和２年４月
から地方公営企業法の全部を適用し、
これまでの官庁会計から、 公営企業会
計に移行しました。

支
援
員
の
役
割
は
。

　
　
人
口
減
少
が
進
む
上
原
、
中
原
地

域
に
配
置
し
、
集
落
点
検
や
地
域
づ
く

り
団
体
の
支
援
な
ど
地
域
課
題
の
共
通

認
識
の
形
成
と
活
性
化
対
策
を
推
進
す

る
ほ
か
、
地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
も
担
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

《
高
齢
者
運
転
免
許
講
習
施
設
支
援
事

業
》

　
　
教
習
所
支
援
の
目
的
は
。

　
　
市
内
の
70
歳
以
上
の
高
齢
者
免
許

保
有
者
の
約
８
割
が
利
用
し
て
い
る
こ

と
や
高
齢
者
が
市
内
の
施
設
で
、
免
許

更
新
に
係
る
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
施
設
の
存
続
を
目
的
に
支

援
し
て
い
く
も
の
で
す
。

《
福
祉
パ
ス
ポ
ー
ト
運
営
事
業
》

　
　
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
が
、
料

金
の
減
額
を
含
め
て
見
直
す
必
要
は
な

い
か
。

　
　
値
上
げ
に
よ
り
パ
ス
ポ
ー
ト
を
買

い
控
え
さ
れ
た
方
は
あ
る
も
の
の
、
バ

ス
を
頻
繁
に
利
用
さ
れ
、
バ
ス
を
唯
一

の
交
通
手
段
と
さ
れ
る
方
が
購
入
を
継

続
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
現
在
の

と
こ
ろ
値
上
げ
の
苦
情
も
届
い
て
い
ま

せ
ん
。

《
介
護
職
員
確
保
対
策
事
業
》

　
　
介
護
職
員
研
修
の
状
況
、
人
材
バ

ン
ク
の
状
況
は
。

　
　
令
和
元
年
度
の
初
任
者
研
修
の
参

加
者
は
７
名
で
、
す
べ
て
資
格
取
得
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。令
和
２
年
度
は
、

基
金
も
計
画
的
に
積
み
立
て
し
、
基
金

残
高
と
し
て
30
億
円
は
維
持
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
停
電
対
策
と
し
て
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

保
全
対
策
事
業
》

　
　
一
昨
年
の
停
電
災
害
を
受
け
、
積

極
的
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
保
全
対
策
事
業

を
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

　
　
市
内
に
は
延
長
１
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
電
線
が
あ
る
中
で
、
地
権

者
の
承
諾
を
得
な
が
ら
、
優
先
順
位
を

つ
け
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

市
単
独
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

《
市
民
の
防
災
意
識
高
揚
》

　
　
市
民
の
意
識
高
揚
の
た
め
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更
新
作
業
の
中

で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
防
災

の
意
識
づ
け
や
、
出
前
講
座
を
通
じ
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

《
下
呂
地
域
集
落
支
援
事
業
》

　
　
令
和
２
年
度
に
設
置
さ
れ
る
集
落
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令和２年度下呂市当初予算は合併以降３番目の規模
◆一 般 会 計　《 福祉・公共事業など幅広い住民サービス 》 

◆特 別 会 計　《 国民健康保険、介護保険など特定の事業7会計 》 

◆公営企業会計　《 上下水道、病院事業など4会計 》

（対前年比　5.5％増）224億1000万円

82億7168万円

72億4342万円

　
３
月
12
日
、
13
日
、
16
日
、
17
日
の

４
日
間
に
わ
た
り
、
予
算
特
別
委
員
会

を
開
催
し
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
、

７
特
別
会
計
、
４
公
営
企
業
会
計
に
つ

い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
の
う

ち
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー 

（
仮
称
）
を

下
呂
温
泉
街
に
建
設
す
る
予
算
や
、
小

学
校
校
舎
の
長
寿
命
化
、
一
般
廃
棄
物

新
最
終
処
分
場
整
備
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
含
め
、
合
併
以
降
３
番
目
の
大
型

予
算
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
今
後
の
財
政
運
営
の
見
通
し
は
》

　
　
令
和
２
年
度
事
業
の
、
大
型
事
業

に
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
い
る
が
、

合
併
特
例
債
の
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
合
併
特
例
債
の
発
行
限
度
額
は
約

１
９
６
億
円
で
す
。
令
和
２
年
度
ま
で

に
約
１
８
６
億
円
を
活
用
し
、
残
り
が

約
10
億
円
と
な
り
ま
す
。
令
和
３
年
度

の
新
最
終
処
分
場
整
備
に
約
８
億
円
を

充
て
る
予
定
で
、残
り
の
約
２
億
円
は
、

令
和
５
年
度
ま
で
に
学
校
の
長
寿
命
化

等
に
充
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
合
併
特
例
債
を
発
行
す
る
こ
と
で

借
金
が
増
え
て
い
く
。
今
後
の
財
政
運

営
へ
の
影
響
は
。

　
　
歳
出
削
減
を
進
め
な
が
ら
、
事
業

実
施
の
た
め
有
利
な
市（
地
方
）
債
の

活
用
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
災
害
等
の

有
事
に
備
え
る
た
め
に
も
、
財
政
調
整

10
名
の
定
員
で
初
任
者
研
修
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
人
材
バ
ン
ク
の
登
録
者
数

は
、令
和
２
年
１
月
末
現
在
31
名
で
す
。

《
ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事

業
》

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
に
お
け
る
日
常
生

活
支
援
事
業
の
ニ
ー
ズ
は
、
こ
れ
か
ら

増
え
て
く
る
と
考
え
る
が
、
利
用
実
績

は
あ
る
の
か
。

　
　
今
の
と
こ
ろ
事
業
の
利
用
者
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
事
業
は
寡
婦
・
寡
夫

の
出
張
な
ど
仕
事
の
都
合
や
病
気
に
よ

り
、
子
ど
も
の
保
育
に
支
障
を
き
た
す

場
合
、
食
事
の
準
備
な
ど
家
事
を
担
う

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
児
童
福
祉
課
に
窓
口
を
設
け
て
お

り
、
相
談
に
応
じ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

《
医
師
対
策
事
業
》

　
　
医
師
確
保
の
た
め
の
へ
き
地
医
療

セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
を
、
も
っ
と
拡
大
で

き
な
い
か
。

　
　
令
和
元
年
度
２
回
目
と
な
る
、
へ

き
地
医
療
セ
ミ
ナ
ー
で
、
15
名
の
学
生

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
２
年
度

は
、
岐
大
医
学
部
１
年
生
の
授
業
で
、

下
呂
市
枠
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
こ

で
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
岐

阜
大
学
教
授
と
の
面
談
の
折
に
も
、
セ

ミ
ナ
ー
を
下
呂
市
で
開
催
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

《
環
境
衛
生
施
設
整
備
事
業
》

　
　
新
最
終
処
分
場
整
備
は
、
地
元
の

業
者
へ
発
注
を
。

　
　
市
内
の
建
設
業
者
を
対
象
に
一
般

競
争
入
札
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
事
業

規
模
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
共
同
企
業

体
等
に
す
る
の
か
契
約
担
当
課
で
あ
る

財
務
課
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

《
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入
支
援
事
業
》

　
　
平
地
は
大
型
機
械
を
導
入
し
大
規

模
化
す
る
の
は
い
い
が
、
兼
業
農
家
や

家
族
経
営
す
る
小
規
模
農
家
も
守
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
小
規
模
農
家
に
農
地
集
約
の
相
談

は
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
、
担
い
手
の

不
在
の
地
域
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

地
域
は
集
積
し
誰
が
事
業
を
行
う
の
か

と
い
う
議
論
も
あ
り
、
他
の
地
域
か
ら

の
担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
必
要
も
あ

る
と
考
え
ま
す
。
人 

・
農
地
プ
ラ
ン
を

通
じ
、
地
域
の
農
地
が
今
後
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
を
共
に
考
え
な
が
ら
、
次

世
代
に
向
け
た
農
地
の
維
持
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

《
河
川 

・
排
水
路
補
修
事
業
》

　
　
災
害
に
よ
り
河
川
に
堆
積
し
た
土

砂
除
去
に
国
の
緊
急
し
ゅ
ん
せ
つ

浚
渫
推
進
事
業

費
を
活
用
し
て
は
。

　
　
令
和
２
年
度
は
委
託
料
と
し
て
１

５
０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

河
川
の
土
砂
堆
積
に
よ
る
災
害
も
大
変

心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
普
通
河
川
を

含
め
、
堆
積
し
て
い
る
場
所
等
を
調
査

し
、
国
の
制
度
も
活
用
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

《
ス
ク
ー
ル
バ
ス
管
理
運
営
費
》

　
　
路
線
バ
ス
廃
止
後
の
馬
瀬
小
学
校

児
童
の
通
学
手
段
は
。

　
　
馬
瀬
地
域
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運

行
と
な
り
ま
す
。
児
童
の
通
学
は
、
一

部
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
同
乗
す

る
形
と
な
り
ま
す
が
、
公
共
交
通
を
担

当
す
る
生
活
部
と
協
議
し
、
従
来
ど
お

り
支
障
な
く
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

《
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
》

　
　
在
宅
介
護
支
援
券
は
、
理
美
容
に

も
使
え
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
具
体
的

な
内
容
は
。

　
　
市
内
の
理
美
容
店
が
要
介
護
者
の

自
宅
に
出
張
し
、
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
際
、
出
張
費
１
０
０
０
円
を

支
援
し
ま
す
。
介
護
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
も
身
だ
し
な
み
を
整
え
る
と
い
う

こ
と
は
、気
分
的
に
も
違
っ
て
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
こ
う
し
た
支
援
を
行
い
、
令

和
２
年
度
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
相

談
し
な
が
ら
支
援
券
対
象
品
目
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
一
般
介
護
予
防
事
業
》

　
　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
見
直
し
の
内
容

は
。

　
　
令
和
２
年
度
予
算
で
は
、
従
来
ど

お
り
講
師
代
や
会
場
使
用
料
、
タ
ク
シ

ー
代
助
成
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
令
和
２
年
度
中
に
地
域
で
の
自
主

運
営
に
向
け
て
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
に
は
、
医
療
費
削

減
や
介
護
予
防
を
目
的
に
、
５
０
０
名

の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
体
力
測
定
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

《
金
山
病
院
事
業
会
計
》

　
　
金
山
病
院
の
今
後
の
医
師
招
へ
い

の
見
込
み
は
。

　
　
常
勤
の
医
師
は
内
科
３
名
、
外
科

３
名
、
小
児
科
１
名
、
歯
科
１
名
の
８

名
で
、
す
べ
て
岐
阜
大
学
医
学
部
か
ら

来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
内

科
医
師
が
１
名
不
足
の
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
は
市

の
奨
学
金
を
利
用
し
た
医
師
に
来
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

外
科
で
は
専
攻
医
１
名
の
派
遣
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
医
師
の
住
環
境
整
備
の
方
針
は
。

　
　
令
和
２
年
度
は
、
老
朽
化
し
た
２

棟
の
住
宅
を
解
体
し
ま
す
。
他
の
住
宅

も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、国
・

県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
で
き
る
限

り
病
院
の
近
く
で
の
整
備
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
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停電対策が必要な道路沿いの山林

金山病院

下呂市の下水道事業は、令和２年４月
から地方公営企業法の全部を適用し、
これまでの官庁会計から、 公営企業会
計に移行しました。
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総
務
教
育
民
生

　常
任
委
員
会

　「
市
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
」

に
お
い
て
出
さ
れ
た
意
見
で
、
産
業
経

済
常
任
委
員
会
に
引
き
継
が
れ
た
研
究

事
項
　『
河
川
氾
濫
に
よ
る
浸
水
害
対

策
』・
岩
屋
ダ
ム
の
管
理
運
用（
緊
急
放

流
と
予
備
的
放
流
等
）
に
つ
い
て
、
１

月
21
日
に
岩
屋
ダ
ム
管
理
所
を
訪
問
し

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
豪
雨
時
に
ダ
ム
に
流
れ
込
む
水
量
の

一
部
を
ダ
ム
に
貯
め
る
洪
水
調
節
の
仕

組
み
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
を

聞
き
ま
し
た
。
平
成
30
年
７
月
豪
雨
以

降
の
取
り
組
み
と
し
て
、
放
送
警
報
設

備
の
改
造
、
異
常
洪
水
時
防
災
操
作
に

お
け
る
警
報
や
、
音
声
放
送
の
見
直
し

な
ど
、
市
民
の
不
安
解
消
に
向
け
、
い

く
つ
か
の
改
善
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
事
前
放
流 

（
予
備
的
放
流
）

に
つ
い
て
は
、
渇
水
な
ど
に
配
慮
し
な

が
ら
一
定
量
の
利
水
を
貯
め
て
お
く
必

要
も
あ
り
、
必
要
以
上
の
事
前
放
流
は

難
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
今
回
の
調
査
を
踏
ま

え
、
市
、
県
、
ダ
ム
管
理
所
が
よ
り
一

層
連
携
し
、
市
民
の
不
安
を
解
消
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
市
に
必
要
な
提
言

を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
委
員
会
で
も

調
査
研
究
を
進
め
問
題
解
決
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

産
業
経
済
常
任
委
員
会

　「
市
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
」

で
、
児
童 

・
生
徒
へ
の
虐
待
や
不
登

校 

・
引
き
こ
も
り
へ
の
対
応
、
子
育
て

に
悩
み
孤
立
し
て
い
る
保
護
者
へ
の
支

援
な
ど
、
今
す
べ
き
こ
と
は
何
か
な
ど

と
問
題
提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を

踏
ま
え
、
３
月
11
日
に
開
催
し
た
総
務

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、「
将

来
を
担
う
子
ど
も
達
の
健
全
な
育
成
に

向
け
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
調
査
研

究
を
行
い
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
執
行

部
担
当
課
よ
り
、
支
援
の
現
状
の
報
告

を
受
け
、
困
難
事
例
に
つ
い
て
は
、
専

門
機
関
で
構
成
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
等
を
通
じ
情
報
共
有
を
行
い
、
各
機

関
が
役
割
分
担
し
な
が
ら
支
援
に
あ

た
っ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
学
校
で
は
、
児
童 

・
生
徒
た

ち
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
を
整

え
、
２
カ
月
ご
と
に
行
う
心
の
ア
ン

ケ
ー
ト
、
中
学
校
へ
は
教
育
相
談
員
の

配
置
と
い
っ
た
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。当
委
員
会
で
は
、

今
回
の
調
査
研
究
活
動
を
踏
ま
え
、
議

会
全
体
で
共
有
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
声
を
反
映
し
た
政
策
の
提
言
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 総

務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
３
月
10
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
付

託
さ
れ
た
15
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た

結
果
、
14
議
案
に
つ
い
て
全
会
一
致
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
ま

た
、
飛
騨
は
ぎ
わ
ら
牛
生
産
組
合
に
関

す
る
要
望
は
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と

す
べ
き
も
の
に
決
し
ま
し
た
。
主
な
審

査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

『
下
呂
市
道
の
駅
南
飛
騨
小
坂
は
な
も

も
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
』

（
飛
騨
小
坂
観
光
株
式
会
社
を
指
定
管

理
者
と
し
て
指
定
す
る
も
の
）

　
　
飛
騨
小
坂
は
な
も
も
は
非
常
に
頑

張
っ
て
い
る
が
、
経
営
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
平
成
30
年
度
は
７
月
の
災
害
な
ど

の
影
響
で
客
足
が
伸
び
ず
、
当
期
の
純

利
益
は
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
指
定
管
理
を
受
け
ら

れ
る
方
は
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
非
常

に
心
配
し
て
い
る
と
思
う
が
、
今
後
の

見
通
し
は
。

　
　
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
な
ど
の
販
売
促

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
診

断
士
に
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
経

営
改
善
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め
て

い
ま
す
。

『
下
呂
市
農
林
漁
業
研
修
施
設
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て
』（
公
の
施

設
の
見
直
し
方
針
に
基
づ
き
、
下
呂
市

馬
瀬
北
部
研
修
セ
ン
タ
ー
を
地
域
に
譲

与
す
る
た
め
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
）

　
　
公
の
施
設
の
見
直
し
方
針
に
よ

り
、
地
域
に
施
設
を
譲
与
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
地
元
で
維
持
管
理
が
で
き
る

の
か
。

　
　
地
元
に
年
間
の
維
持
管
理
費
用
を

示
し
、
合
意
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
譲

与
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

『
下
呂
市
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
』（
市
営
住
宅

の
入
居
者
資
格
の
緩
和
と
、
老
朽
化
し

た
市
営
住
宅
を
用
途
廃
止
す
る
も
の
）

　
　
入
居
資
格
が
ど
の
よ
う
に
緩
和
さ

れ
る
の
か
。
ま
た
こ
れ
に
よ
る
対
象
者

は
い
る
の
か
。

　
　
入
居
資
格
に
は
市
町
村
税
の
滞
納

が
無
い
も
の
と
規
定
し
て
い
ま
す
が
、

明
ら
か
に
住
居
に
困
窮
し
て
い
る
方

で
、
分
納
に
よ
り
税
金
を
納
付
し
て
い

る
方
な
ど
経
済
的
状
況
等
に
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
現
在
は
対
象
者
は
い
ま
せ
ん
が
、

過
去
に
は
当
該
事
由
で
入
居
で
き
な
い

方
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
入
居
条
件
を

緩
和
し
た
も
の
で
す
。

QQ AA

QQ AA 産
業
経
済

  
常
任
委
員
会

　
３
月
11
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
付

託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結

果
、
30
議
案
に
つ
い
て
は
全
て
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
関
す
る
要

望
は
全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
に

決
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

『
下
呂
市
い
じ
め
防
止
等
対
策
推
進
条

例
に
つ
い
て
』（
い
じ
め
防
止
等
対
策

を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
も
の
）

　
　
市
内
に
お
け
る
い
じ
め
の
現
状

は
。

　
　
過
去
３
年
間
の
い
じ
め
の
認
知
件

数
は
、
平
成
29
年
度
１
１
７
件
、
平
成

30
年
度
１
２
３
件
、
令
和
元
年
度
２
月

末
現
在
１
１
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
現
場
で
は
、
い
じ
め
の
程
度
の
大

小
に
か
か
わ
ら
ず
実
態
を
見
逃
さ
な
い

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
常
設
さ

れ
る
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

は
、
ど
の
よ
う
な
構
成
で
組
織
さ
れ
る

の
か
。

　
　
現
在
、
学
校
で
組
織
さ
れ
て
い
る

生
徒
指
導
研
究
協
議
会
を
母
体
と
し
て

組
織
し
、
関
係
機
関
・
団
体
相
互
の
連

絡
調
整
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

『
地
域
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
担
当

者
設
置
に
関
す
る
要
望
』（
地
域
ご
と

の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
事
務
に
対

す
る
行
政
支
援
と
、
地
域
活
性
化
に
向

け
た
相
談
窓
口
と
な
る
担
当
者
の
設
置

を
要
望
）

　
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
限
ら
ず
、
他
の

市
民
活
動
も
合
わ
せ
て
、
総
合
的
に
行

政
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
と

の
考
え
だ
が
、
要
望
さ
れ
て
い
る
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
に
関
し
て
は
先
行
し
た
検
討

が
で
き
な
い
か
。

　
　
金
山
地
域
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
事
務
支
援
に
関
し
て
は
、
早
急
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
が
、
ま
ず
は
地
域
内
の
市
民
活
動

団
体
等
と
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

QA

QQ AA

　下呂市議会は、議会活動の強化・活性化を図るため、３月定例会最終日に市長から提出された “議
員のうちから市の監査委員を選任しない” こととする議案（下呂市監査委員条例及び下呂市非常勤
の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について）に全会一致で賛成
しました。
　これまで、市の監査委員２人のうち1人は、議員のうちから選任した監査委員とすることが法律
によって義務付けられていましたが、平成29年に法律が改正され、市の条例で “議員のうちから監
査委員を選任しない” 旨を定めることにより、議員以外の方を監査委員に選任することが可能とな
ったことを受け、条例改正されたものです。
　今後、目まぐるしく変化する社会情勢の中、14人という少ない議員定数で、市政の監視機能や
円滑な議会運営を保ちながら、より良い下呂市づくりを進めるためには、全議員が議会活動に専念
すること、また、議会と監査それぞれの役割をしっかりと果たしていくことが求められます。
　この取り組みは県内初となります。今後、２人の識見を持つ監査委員による新たな体制となるこ
とから、より充実した監査の実施が期待されます。

議会活動に専念するため市の監査委員を
議員のうちから選任しないことに  【県内初】

『
市
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
』を
受
け
て

令
和
元
年
度
に
開
催
し
た


